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委
員
長　

中
田　

恭
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

三
月
定
例
会
で
は
、
十
件
の
付
託
を
受

け
、
審
査
を
行
っ
た
。
採
決
の
結
果
、
全

案
可
決
し
た
。

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

　

委
員
の
定
数
を
一
人
増
や
す
た
め
の
も

の
。一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

市
民
病
院
の
専
門
職
の
民
間
人
材
の
採

用
に
よ
る
も
の
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
と
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
お
よ
び
法
の
改
正
に
よ
る

も
の
。

特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

　

芦
辺
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
事
業
特
別
会

計
の
廃
止
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
の
設
置
の
た
め
の
も
の
。

税
条
例
の
一
部
改
正
と
税
等
の
徴
収
等

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

前
納
報
奨
金
の
率
を
百
分
の
〇
・
五
か

ら
百
分
の
〇
・
二
五
に
変
更
す
る
も
の
で
、

昨
今
の
金
融
情
勢
の
変
化
の
中
で
は
、
や

む
を
得
ず
と
判
断
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
開
始
に
関
す

る
変
更
。

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
の
本
部
役
員
の
定
数
変
更
に
よ

る
も
の
。

平
成
二
十
年
度
三
島
航
路
事
業
特
別

会
計
予
算

　

二
十
年
度
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
総
務

部
の
所
管
に
な
っ
た
も
の
。

閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調
査

　

二
月
二
十
二
日
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
陳
情
一
件
を
審
査
・
採
決
の
結
果
、

不
採
択
と
な
っ
た（
※
不
採
択
の
理
由
は

10
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

　

ま
た
、
同
日
市
内
五
カ
所
の
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

①
㈱
レ
オ
パ
レ
ス
21
壱
岐
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
旧
み
や
ま
荘
）

②
電
算
室（
郷
ノ
浦
庁
舎
）

③
消
防
格
納

庫（
勝
本
地

区
第
７
分
団

本
宮
）

④
消
防
格
納

庫（
勝
本
地

区
第
７
分
団

布
気
）

⑤
消
防
格
納

庫（
郷
ノ
浦

地
区
機
動
分

団
第
一
・
第

二
小
隊
）

老朽化の著しい消防格納庫（郷ノ浦地区機動分団第１・第２小隊）

委
員
長　

赤
木　

英
機

 

議
案
審
査
状
況 

　

壱
岐
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
、
市
道
路
線
の
廃
止
お
よ

び
認
定
、
あ
ら
た
に
生
じ
た
土

地
の
確
認
お
よ
び
区
域
の
変
更

に
つ
い
て
の
変
更
、
平
成
十
九

年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
三
件
、

平
成
二
十
年
度
特
別
会
計
予
算

三
件
、
平
成
二
十
年
度
水
道
事

業
会
計
予
算
、
以
上
十
一
件
の

付
託
を
受
け
、
審
査
し
た
。
採

決
の
結
果
、
全
案
可
決
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

Q
平
成
二
十
年
度
の
芦
辺
（
大

石
地
区
）
の
計
画
は
。

A
今
後
、
測
量
設
計
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
公
民
館
毎
に

再
度
説
明
会
を
実
施
し
、
今
後

の
整
備
計
画
を
判
断
す
る
。

Q
芦
辺
（
瀬
戸
地
区
）
の
供
用

開
始
予
定
と
加
入
見
込
は
。

A
試
運
転
後
、
五
月
以
降
の
予

定
。
今
後
加
入
推
進
を
図
る
。

農
業
機
械
銀
行
特
別
会
計

Q
機
構
改
革
に
よ
り
、
事
務
所

の
移
動
、
支
所
土
木
経
済
課
廃

止
に
よ
る
受
付
の
対
応
は
。

A
今
後
は
石
田
庁
舎
で
の
み
対

応（
☎
四
四
ー
六
一
一
一
）。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

Q
平
成
二
十
年
度
の
使
用
料
の

減
額
の
要
因
は
。

A
大
口
利
用
者（
飲
食
店
・
旅

館
等
）の
使
用
料
の
減
少
。

審
査
意
見

　

簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事

業
特
別
会
計
に
お
い
て
、
繰
越

明
許
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

他
の
事
業
と
の
関
連
性
・
補
助

増
加
な
ど
、
理
解
で
き
る
が
、

原
則
と
し
て
単
年
度
内
に
事
業

が
完
了
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。

委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

三
月
十
一
日
、
市
内
五
カ
所

の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

①
寺
頭
住
宅（
勝
本
町
）

②
白
水
住
宅（
石
田
町
）

③
芦
辺
漁
港
浄
化
セ
ン
タ
ー

④
第
３
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
建

設
予
定
地（
初
山
）

⑤
猿
岩（
修
復
工
事
中
）

修復工事が施されている猿岩

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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委
員
長　

近
藤　

団
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

今
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
は
全
部
で
十
八
件
。
不
採
択

と
な
っ
た
請
願
一
件
を
除
き
、
十
七
件
は
原
案
可
決
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

年
四
月
一
日
か
ら
長
崎
県
下
の
全
市
町
が
加
入
す
る「
広
域
連

合
」が
事
業
を
行
う
。
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
高
齢
者
全
員
に

対
し
て
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
る
が
、
一
部
軽
減
措
置
も
あ
る
。

徴
収
方
法
は
、
年
金
か
ら
差
し
引
く
特
別
徴
収
と
、
普
通
徴
収

と
が
あ
る
。
本
市
の
場
合
は
約
五
千
四
百
人
の
対
象
者
の
う
ち
、

十
五
％
の
約
八
百
十
人
が
普
通
徴
収
に
該
当
す
る
見
込
み
。

　

保
険
料
の
滞
納
者
に
対
す
る
対
応
は
、
県
下
一
律
で
短
期
保

険
証
や
資
格
証
の
発
行
等
の
措
置
が
予
想
さ
れ
、
満
足
な
医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
滞
納

者
に
対
す
る
適
切
な
対
応
を
望
む
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業

　

昭
和
四
十
六
年
に
開
所
の
重
要
な
事
業
所
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
委
員
会
が
再
三
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
施
設
の
老
朽
化
ゆ

え
に
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い
て
い
る
。

　

平
成
二
十
年
度
予
算
に
も
多
額
の
光
熱
費
や
修
繕
料
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
施
設
の
改
築
を
行
え
ば
、
効
率
が
良
く
な
り
経

費
が
節
減
で
き
る
。

　

現
在
の
待
機
者
が
約
五
十
人
、
昨
年
だ
け
で
約
二
十
五
人
の

お
年
寄
り
が
ホ
ー
ム
で
人
生
の
最
期
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
状
況

に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
早
急
に
改
築
に
着
手
す
べ
き
。

　

先
の
閉
会
中
委
員
会
調
査
の
中
で
こ
の
こ
と
を
述
べ
た
が
、

今
は「
改
築
に
向
け
て
の
準
備
委
員
会
」の
立
ち
上
げ
の
た
め

の
準
備
委
員
会
を
近
々
に
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
今
の
国
の
施

策
を
見
て
も
増
床
で
き
る
状
況
に
な
い
。

　

こ
の
際
、
現
状
の
定
員
で
現
在
地
で
も
や
む
を
得
な
い
、「
建

設
へ
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
べ
き
」と
い
う
全
委
員
の
意
見
で

あ
る
。

病
院
の
手
数
料
条
例
の
改
正

　

今
回
、
実
状
に
沿
っ
た
手
数
料
の
改
正
を
行
い
、
新
た
に
七

項
目
を
追
加
。
九
項
目
に
つ
い
て
は
値
上
げ
の
改
定
が
行
わ
れ

た
。
他
の
病
院
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
島
内
の
民
間
病
院
の

手
数
料
は
統
一
さ
れ
て
お
り
、
市
民
・
か
た
ば
る
病
院
は
い
ず

れ
の
項
目
も
同
額
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
県
内
の
離
島
公
立
病
院
と
の
比
較
に
お
い
て
も
同
額
程

度
で
あ
っ
た
。

病
院
事
業
会
計

　

平
成
十
九
年
度
予
算
で
は
三
億
五
千
万
円
あ
ま
り
の
欠
損
金

が
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
経
営
努
力
等
に
よ
り
現
時
点
の
決
算

で
は
一
億
七
千
三
百
万
円
あ
ま
り
に
な
る
見
込
み
。

　

自
治
体
病
院
は
、
住
民
の
た
め
に
は
不
採
算
部
門
の
医
療
を

も
営
ん
で
お
り
、
あ
る
程
度
の
赤
字
経
営
は
や
む
を
得
な
い
。

し
か
し
赤
字
額
が
累
積
す
る
と
市
の
財
政
圧
迫
が
危き

惧ぐ

さ
れ
る
。

　

現
在
、
地
域
医
療
に
お
け
る
医
師
不
足
が
全
国
的
に
深
刻
化

し
て
い
る
が
、
経
営
努
力
等
に
よ
り
赤
字
を
減
少
し
、
市
民
に

信
頼
さ
れ
る
病
院
の
確
立
に
努
力
さ
れ
た
い
。

壱
岐
市
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

　

こ
の
請
願
は
音
嶋
正
吾
議
員
が
紹
介
議
員
と
な
っ
て
芦
辺
町

住
吉
山
信
触
の
平
田
廣
氏
、
平
田
邦
彦
氏
、
住
吉
東
触
の
市
山

厚
生
常
任
委
員
会

豊
氏
の
三
人
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
件
は
市
の

重
要
な
施
策
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
意
見
を
大
事
に
と
い

う
観
点
か
ら
、
音
嶋
議
員
、
平
田
廣
氏
、
こ
れ
ま
で
市
と

地
元
住
吉
地
区
の
橋
渡
し
を
さ
れ
た
住
吉
地
区
振
興
協
議

会
前
会
長
、
長
嶋
邦
昭
氏
の
三
人
を
委
員
会
に
参
考
人
と

し
て
招
致
し
、
音
嶋
議
員
、
平
田
廣
氏
か
ら
は
請
願
の
内

容
に
つ
い
て
、
長
嶋
氏
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
市
と
の
経
過

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

こ
の
経
過
を
踏
ま
え
て
市
の
担
当
者
の
説
明
も
入
れ
て

審
査
し
、
採
決
の
結
果
、
こ
の
請
願
は
不
採
択
と
な
っ
た
。

（
※
不
採
択
の
理
由
は
10
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調
査

　

二
月
十
三
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
次
の
三
項
目
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

①
福
祉
事
業（
特
養
ホ
ー
ム
建
設
に
関
す
る
進
捗
状
況
等
）

②
病
院
事
業（
市
民
病
院
の
経
営
状
況
報
告
等
）

③
廃
棄
物
処
理
対
策（
焼
却
場
建
設
の
進
捗
状
況
等
）

昭和46年開所の特別養護老人ホーム


